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　各常任委員会では，閉会中の 9 月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行い
ました。

●�総務常任委員会
●�文教厚生常任委員会
●�建設経済常任委員会

委 員 会 報 告

　
　
　

今
後
造
成
し
て
舗

装
ま
で
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

難
視
聴
地
域
に
お
け

る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
ア

ン
テ
ナ
工
事
費
は
。

　
　

各
市
有
施
設
�
支
所

の
28
ヶ
所
を
行
う
た
め
の
工

事
費
で
あ
る
。

　
　
　

地
デ
ジ
関
連
の
執

行
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
電

気
店
等
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

て
対
応
を
す
べ
き
で
あ
る
。

し
、
用
地
費
を
含
め
て
再
検

討
を
行
い
、
執
行
に
当
っ
て

は
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
の
補
正
増
の
理
由
は
。

　
　

夏
場
に
な
っ
て
瓦
の
葺

き
替
え
掛
け
や
塗
装
が
多

く
な
り
、
補
助
金
の
申
請

件
数
が
増
え
た
た
め
で
あ

る
。

　
　

今
回
の
財
政
調
整
基

金
の
取
崩
し
の
理
由
は
。

　
　

農
林
水
産
施
設
災
害

復
旧
費
、
及
び
公
共
土
木

災
害
復
旧
費
の
繰
り
入
れ

が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

末
吉
庁
舎
の
駐
車
場

整
備
の
用
地
取
得
費
の
考

え
方
は
。

　
　

末
吉
庁
舎
裏
門
の
所

の
土
地
を
購
入
し
て
、
砂
利

に
よ
る
整
備
を
行
う
。

　
　

曽
於
市
消
防
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
（
北
部
消
防

署
を
含
む
）
建
設
の
場
所

は
ど
こ
か
。

　
　

4
箇
所
の
候
補
地
を

検
討
し
、
最
終
的
に
旧
大

隅
町
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

を
選
定
し
た
。

　
　

な
ぜ
福
祉
セ
ン
タ
ー

跡
地
か
。　

　
　

市
の
所
有
す
る
土
地

で
取
得
費
が
要
ら
な
い
こ
と

が
一
番
の
理
由
で
あ
る
。

　
　
　

将
来
的
に
見
た
と

き
、
今
回
の
場
所
で
市
民
の

不
利
益
に
な
ら
な
い
か
、
市

民
を
考
え
た
と
き
本
当
に

よ
い
の
か
。
ま
た
、
代
替
え

地
は
北
部
消
防
署
の
近
く

に
は
な
い
の
か
な
ど
、
消
防

組
合
と
再
度
話
し
合
い
を

総
務
常
任
委
員
会（吉

村
幸
治
委
員
長
）

問答

大隅曽於地区消防組合消防本部・北部消防署

問答

問答問答

末吉庁舎北側付近の駐車場整備予定地

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般
会

計
予
算
の
補
正
（
所
管
分
）

意
見

問答

意
見

問答 意
見
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両
保
育
所
の
移
管
先

は
。

　
　

2
法
人
か
ら
公
募
が
あ

り
、
選
考
委
員
会
で
N
P
O

法
人
（
非
特
定
営
利
団
体
法

人
）
恵
昭
会
（
末
吉
町
）
に

決
ま
っ
た
。

　
　

障
害
者
介
護
給
付
費

３
５
０
２
万
1
千
円
の
増
は
。

　
　

居
宅
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
）

生
活
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

短
期
入
所
（
施
設
に
宿
泊

を
伴
う
入
所
）
の
利
用
者

数
、
利
用
日
数
の
増
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
　

健
康
増
進
施
設
事
業

費
6
千
52
万
円
の
増
額
は
。

　
　

末
吉
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、
健

康
増
進
施
設
を
現
在
の
メ

セ
ナ
会
館
に
併
設
す
る
形

で
建
設
す
る
た
め
、
駐
車
場

用
地
を
取
得
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　

繰
越
金
は
。

　
　

平
成
21
年
度
決
算
見

込
み
で
1
億
6
7
8
5
万
５

３
０
４
円
と
な
る
。

　

認
定
審
査
事
務
負
担
金
、

介
護
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
に
係
る
高
額
医
療

合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

の
補
正
で
あ
る
。

　

国
の
法
律
が
昨
年
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
他
の

介
護
保
険
等
に
係
る
延
滞

金
の
特
例
と
の
均
衡
を
図

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

右
の
2
議
案
は
平
成
24

年
4
月
1
日
よ
り
、
南
之

郷
中
学
校
を
末
吉
中
学
校

に
、
財
部
北
中
学
校
、
財

部
南
中
学
校
を
財
部
中
学

校
に
吸
収
統
合
す
る
た
め

の
条
例
改
正
で
あ
る
。

　
　

地
域
と
P
T
A
、
学

校
が
ど
の
よ
う
な
結
論
を

出
し
た
か
確
認
し
た
の
か
。

　
　

P
T
A
総
会
等
で
具

体
的
な
内
容
方
針
を
示
し
、

そ
の
質
疑
の
内
容
な
ど
か
ら

ほ
と
ん
ど
の
方
が
了
承
し
て

い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
統
合
ま

で
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
住
民
の
認
識
を
的

確
に
把
握
し
、
よ
り
慎
重

な
対
応
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

平
成
2�
年
4
月
1
日
か

ら
曽
於
市
立
財
部
北
保
育

所
、
及
び
財
部
南
保
育
所

を
民
営
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
あ
る
。

問答

☆�

曽
於
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問答

☆�

曽
於
市
小
学
校
及
び
中
学
校

の
設
置
、
並
び
に
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

☆�

曽
於
市
立
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

☆�

曽
於
市
立
保
育
所
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問答☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

予
算
の
補
正
に
つ
い
て（
所
管
分
）

問答

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
の
補

正
に
つ
い
て

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
の
補
正
に

つ
い
て

問答

元気に遊んでいる園児たち

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
原
田
賢
一
郎
委
員
長
）

財部南保育所 財部北保育所

意
見
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等
災
害
復
旧
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。

　
　

農
地
の
埋
没
や
流
失

は
50
％
、
農
地
畦
畔
の
決

壊
は
80
％
の
補
助
で
あ
る
。

　
　

大
隅
農
産
加
工
研
修
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
の
内
容
は
。

　
　

大
隅
婦
人
の
家
と
大

隅
南
地
区
農
業
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
は
と
も
に
古
く
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
毎

年
施
設
の
修
繕
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
今
回
新
し

く
22
年
度
か
ら
2�
年
度
に

か
け
て
八
合
原
に
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　

道
の
駅
及
び
き
ら
ら

館
の
今
後
の
管
理
内
容
は
。

　
　

平
成
22
年
8
月
10
日

か
ら
平
成
26
年
�
月
�1
日

ま
で
メ
セ
ナ
末
吉
に
使
用
許

可
を
出
し
て
い
る
。
出
荷
者

協
議
会
を
設
立
し
て
来
年

の
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
進
め
て
い
く
。

　
　

口
蹄
疫
経
営
維
持
緊

急
資
金
利
子
補
給
の
内
容
は
。

　
　

繁
殖
雌
牛
に
関
し
て

貸
付
け
限
度
額
一
頭
当
た

り
5
万
円
を
頭
数
に
応
じ

て
貸
付
け
る
と
い
う
も
の
で
、

融
資
期
間
は
10
年
間
と
し
、

こ
の
う
ち
2
年
間
の
据
え

置
き
利
率
に
つ
い
て
は
、
県
、

市
町
村
、
融
資
機
関
の
補

給
が
あ
り
、
残
り
も
末
端

金
利
と
し
て
1
・
0
8
%
が

農
家
負
担
と
な
る
が
、
市
が

農
家
負
担
分
の
利
子
を
全

額
補
填
す
る
の
で
農
家
に

と
っ
て
は
、
無
利
子
で
あ
る
。

　
　

施
設
修
繕
の
内
容
は
。

　
　

下
水
道
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
流
量
調
整
槽
嫌
気
攪

拌
機
が
動
か
な
く
な
り
取

替
え
修
繕
す
る
。

　
　

配
水
施
設
維
持
補
修

の
内
容
は
。

　
　

7
月
初
旬
の
集
中
豪

雨
の
際
の
落
雷
で
、
深
川
簡

水
の
送
水
管
や
ポ
ン
プ
等

施
設
が
故
障
し
た
た
め
の

修
繕
で
あ
る
。

　

給
水
戸
数
1
万
4
3
6
2

戸
で
前
年
度
と
比
較
す
る
と

21
戸
の
減
で
あ
る
。
ま
た
給

水
人
口
は
�
万
4
3
6
8
人

で
49
人
の
減
で
あ
り
、
計
画

給
水
人
口
に
対
し
て
90
％
の

普
及
率
で
あ
る
。

　
　

水
道
料
金
の
統
一
の
見

通
し
は
。

　
　

料
金
の
統
一
に
つ
い
て

は
、
平
成
2�
年
度
か
ら
25
年

度
に
か
け
て
結
論
を
だ
す
が
、

現
在
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依

頼
し
て
い
る
の
で
、
結
果
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　

地
方
公
営
企
業
法
第
�2

条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り

処
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
剰

余
金
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

減
債
積
立
金
6
3
0
万
円
、

建
設
改
良
積
立
金
2
5
7
8

万
1
0
9
6
円
、
翌
年
度
繰

越
利
益
剰
余
金
2
2
6
万

1
2
0
円
の
処
分
で
あ
る
。

　

市
営
住
宅
の
明
渡
し
請

求
及
び
滞
納
家
賃
等
の
支

払
請
求
を
求
め
る
た
め
、
調

停
申
立
て
を
提
起
す
る
も

の
で
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
1
項
第
12
号
の
規
定

に
よ
る
、
今
回
の
調
停
者
は

15
名
で
あ
る
。

　
　

対
象
者
の
連
帯
保
証

人
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　
　

滞
納
額
が
少
な
い
段

階
で
、
支
払
に
関
す
る
情
報

提
供
や
要
請
を
早
い
う
ち

か
ら
し
て
い
く
。

　
　

市
単
独
農
業
用
施
設

問答

☆�
調
停
申
立
て
の
提
起
（
市
営

住
宅
の
明
渡
し
請
求
及
び
滞

納
家
賃
等
の
支
払
請
求
）
に

つ
い
て

☆�

平
成
21
年
度
曽
於
市
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問答

問答

問答問答 ☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
の
補
正

に
つ
い
て

☆�

平
成
21
年
度
曽
於
市
水
道
事

業
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般
会

計
予
算
の
補
正
（
所
管
分
）

に
つ
い
て

問

答問答 問答

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
会
計
予
算
の
補
正
に

つ
い
て

高松の水道タンク（末吉町） 老朽化が進んでいる大隅婦人の家

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
大
川
原
主
税
委
員
長
）
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7
．
教
育
の
振
興
で
は
、
児

童
生
徒
数
が
減
少
し
、
学
校

の
小
規
模
化
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

8
．
地
域
の
文
化
の
振
興
で

は
、
地
域
で
育
ま
れ
た
歴
史
、

文
化
の
保
存
、
継
承
の
取
り

組
み
に
努
め
ま
す
。

9
．
集
落
の
整
備
で
は
、
自

治
会
統
合
補
助
事
業
を
活
用

し
、
自
治
会
統
合
を
推
進
し

ま
す
。

10
．
そ
の
他
地
域
の
自
立
促

進
に
関
し
必
要
な
事
項
で
は
、

定
住
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
事
業

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は

論
議
を
深
め
、
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。

　

ま
た
、
有
利
な
財
源
確
保

に
努
め
る
べ
き
等
の
意
見
が

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

議
長
を
除
く
21
名
に
よ
る

全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
曽
於

市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

が
付
託
さ
れ
た
。
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
が
、
平
成
22
年
�
月

�1
日
に
期
限
切
れ
を
迎
え
て

お
り
ま
し
た
が
、
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
案
が
衆
参
両

議
院
で
可
決
さ
れ
、
4
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
改
正
さ
れ
た
内
容
は
、

過
疎
対
策
事
業
債
の
対
象
と

し
て
、
ソ
フ
ト
事
業
が
追
加

さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
失
効
期
限
を
6
年

間
延
長
し
、
計
画
期
間
は
平

成
28
年
�
月
�1
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
曽

於
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状

と
問
題
点
、
そ
の
対
策
、
計

画
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
．
基
本
的
な
事
項
で
は
、

人
口
の
減
少
が
顕
著
に
現

れ
、
老
年
者
人
口
比
率
の
増

加
、
幼
年
人
口
比
率
の
減
等

に
よ
り
、
過
疎
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

2
．
産
業
の
振
興
で
は
、
農

業
林
業
と
も
就
業
さ
れ
る
人

が
減
少
し
、
労
働
力
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

�
．
交
通
通
信
体
系
の
整

備
で
は
、
道
路
等
の
効
果
的
、

効
率
的
な
整
備
を
念
頭
に
置

き
、
地
域
の
活
性
化
、
利
便

性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

4
．
生
活
環
境
の
整
備
で

は
、
水
道
施
設
、
下
水
道
施

設
、
廃
棄
物
処
理
、
消
防
施

設
等
の
整
備
計
画
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

5
．
高
齢
者
等
の
保
健
及
び

福
祉
の
向
上
及
び
増
進
で
は
、

健
康
増
進
施
設
整
備
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
．
医
療
確
保
で
は
、
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め

ま
す
。

※ 

注
釈　
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
と
は

　

人
口
の
著
し
い
減
少
に
伴

い
、
地
域
社
会
に
お
け
る
活

力
が
低
下
し
、
生
産
機
能
及

び
生
活
環
境
の
整
備
等
が
他

の
地
域
に
比
較
し
て
低
位
に

あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
特
別

措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
自
立
促
進

を
図
り
、
も
っ
て
住
民
福
祉

の
向
上
、
雇
用
拡
大
、
地
域

格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

●�過疎地域自立促進計画特別委員会　委員長　久長　登良男

特 別 委 員 会 報 告

過疎地域自立促進計画特別委員会の模様

☆�

曽
於
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数　

可
決
）


